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比
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山
と
室
町
幕
府

　
i
寺
社
と
武
家
の
京
都
支
配

｝
　
本
書
の
構
成

』高
　
谷
　
知
　
佳

　
本
書
は
、
著
者
の
博
士
論
文
を
中
心
に
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
論
考
を
ま

と
め
ら
れ
た
一
書
で
、
室
町
幕
府
と
山
門
系
寺
社
勢
力
（
山
門
・
祇
園
社
・

北
野
社
）
に
よ
る
京
都
支
配
の
解
明
を
主
題
と
す
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
序
　
山
門
系
寺
社
勢
力
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
本
書
の
課
題

　
　
第
一
部
　
南
北
朝
期
の
山
門
・
祇
園
社
と
室
町
幕
府

　
　
　
第
一
章
　
山
門
・
祇
園
社
の
本
末
関
係
と
京
都
支
配

　
　
　
第
二
章
　
室
町
幕
府
の
成
立
と
舐
園
社
領
主
権

　
　
第
二
部
　
中
世
後
期
北
野
社
の
支
配
構
造

　
　
　
第
～
章
　
北
野
祭
と
室
町
幕
府

　
　
　
第
二
章
　
北
野
社
西
京
図
工
神
人
の
成
立
と
そ
の
活
動

　
　
　
第
三
章
　
戦
国
期
北
野
社
の
閾
所

　
　
第
三
部
　
本
末
関
係
と
中
世
身
分
制

　
　
　
第
～
章
　
中
世
寺
社
の
公
人
に
つ
い
て

　
　
　
第
二
章
　
中
世
犬
神
入
の
存
在
形
態

　
　
第
四
部
　
山
門
－
幕
府
の
京
都
支
配

　
　
　
第
一
章
　
山
門
集
会
の
特
質
と
そ
の
変
遷

　
　
　
第
二
章
　
室
町
幕
府
の
京
都
支
配

　
　
結
　
町
共
同
体
の
成
立
　
　
　
総
括
と
展
望

　
第
一
部
で
は
祇
園
社
、
第
二
部
で
は
北
野
社
に
つ
い
て
、
京
都
支
配
に
関

わ
る
組
織
の
全
体
像
お
よ
び
山
門
・
室
町
幕
府
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

第
三
部
で
は
第
一
部
で
扱
っ
た
下
部
組
織
を
題
材
に
、
中
世
の
国
家
お
よ
び

社
会
構
造
に
お
け
る
身
分
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
四
部
で
は
山

門
と
室
町
幕
府
そ
れ
ぞ
れ
の
京
都
支
配
の
動
向
を
描
く
と
い
う
、
取
り
扱
う

主
体
ご
と
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
こ
れ
に
従
っ
て
紹
介
す
べ
き
だ

が
、
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
ま
で
の
時
期
的
な
広
が
り
が
あ
り
、
時
期
ご
と

の
各
主
体
の
動
向
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
特
徴
が
際
立
つ
た
め
、
あ
え
て

構
成
か
ら
は
外
れ
、
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
区
分
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
。　

第
一
に
、
南
北
朝
期
か
ら
足
利
義
満
期
に
か
け
て
、
山
門
の
持
っ
て
い
た

都
市
機
能
を
、
実
行
組
織
の
再
編
成
を
通
じ
て
室
町
幕
府
が
掌
握
す
る
過
程

に
つ
い
て
（
序
論
、
第
一
部
全
般
、
第
二
部
第
一
日
置
同
意
二
章
前
半
、
第

四
部
第
二
章
）
、
第
二
に
、
第
　
の
テ
ー
マ
で
登
場
し
た
古
社
の
下
部
組
織

と
権
力
と
の
支
配
関
係
を
切
り
口
に
、
中
世
身
分
制
に
つ
い
て
（
第
三
部
全

般
・
第
四
部
第
一
章
）
、
第
三
に
、
都
市
の
集
団
の
組
織
原
理
と
そ
の
近
世

化
に
つ
い
て
（
第
二
部
第
二
章
後
半
・
同
第
三
章
）
で
あ
る
。

二
本
書
の
要
旨

（
1
）
　
室
町
幕
府
に
よ
る
都
市
機
能
の
掌
握

　
本
書
に
お
け
る
中
核
を
な
す
テ
ー
マ
で
あ
り
、
序
論
で
研
究
史
と
着
眼
点

が
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
室
町
幕
府
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
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佐
藤
進
一
氏
は
、
山
門
と
検
非
違
使
の
忙
中
支
配
権
限
を
幕
府
が
吸
収
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

将
軍
権
力
の
拠
点
と
し
て
の
京
都
の
市
政
権
を
掌
握
し
た
と
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
を
起
点
に
、
京
都
支
配
の
観
点
か
ら
は
、
商
業
・
都
市
課
役
を
め

ぐ
る
財
政
史
的
研
究
お
よ
び
権
力
の
示
威
の
場
と
し
て
の
都
市
祭
礼
研
究
が

進
め
ら
れ
、
朝
廷
権
限
の
吸
収
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
公
武
関
係
論
研
究
の

進
展
と
と
も
に
権
限
吸
収
と
い
う
枠
組
み
自
体
が
再
考
さ
れ
た
。
し
か
し
、

山
門
の
京
都
支
配
を
幕
府
が
吸
収
す
る
過
程
は
明
ら
か
で
な
く
、
公
武
関
係

論
で
は
寺
社
勢
力
論
が
欠
落
し
が
ち
で
あ
る
と
し
て
、
著
者
は
、
京
内
の
山

門
末
社
で
あ
る
祇
園
社
・
北
野
社
を
中
心
に
、
幕
府
と
寺
社
勢
力
の
京
都
支

配
に
焦
点
を
あ
て
る
。

　
著
者
の
見
解
は
、
第
四
部
第
二
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
幕
府
が
末
社
の

ト
ッ
プ
を
将
軍
家
御
師
職
に
補
任
し
て
山
門
の
影
響
か
ら
切
り
離
し
、
そ
の

入
物
の
も
と
で
末
社
の
組
織
再
編
を
進
め
、
商
業
や
検
断
な
ど
都
市
機
能
に

関
わ
る
下
部
組
織
の
動
向
を
統
制
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
で

は
祇
園
社
、
第
二
部
で
は
北
野
社
に
つ
い
て
、
そ
の
過
程
が
克
明
に
実
証
さ

れ
る
。

　
霊
園
社
に
つ
い
て
主
題
と
な
る
の
は
、
犬
神
人
を
通
し
た
山
門
の
実
力
行

使
と
、
幕
府
侍
所
の
検
断
と
の
関
係
で
あ
る
。
爾
北
朝
期
、
祇
園
社
は
組
織

的
に
も
社
領
支
配
に
お
い
て
も
山
門
の
強
い
影
響
下
に
琶
か
れ
、
舐
園
社
の

実
質
的
な
ト
ッ
プ
で
あ
る
執
行
職
は
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
る
職
で
あ
り
、

山
門
大
衆
か
ら
の
犬
神
人
動
員
命
令
の
窓
口
で
あ
っ
た
（
第
一
部
第
一
章
）
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
室
町
幕
府
は
、
朝
廷
の
持
つ
京
中
の
土
地
支
配

機
能
な
ど
を
先
行
し
て
掌
握
し
た
上
で
、
御
師
職
神
に
紙
園
社
社
領
四
至
を

寄
進
し
、
山
門
の
影
響
力
を
大
き
く
排
除
し
た
。
あ
わ
せ
て
執
行
職
・
造
営

奉
行
職
な
ど
の
大
き
な
権
限
が
御
師
職
所
有
者
の
相
伝
と
な
る
（
第
～
部
第

二
章
）
。
著
老
は
こ
れ
ら
を
精
緻
に
実
証
し
、
繕
事
の
寺
社
の
門
領
主
権
偏

と
は
、
上
位
権
力
に
よ
り
保
証
・
確
定
さ
れ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。

　
北
野
社
に
つ
い
て
主
題
と
な
る
の
は
、
麹
業
に
従
事
す
る
西
京
神
人
で
あ

る
。
朝
廷
の
公
報
で
あ
っ
た
北
野
祭
の
復
興
を
通
し
て
、
幕
府
は
、
北
野
社

ト
ッ
プ
と
な
る
御
師
松
梅
院
を
確
立
さ
せ
、
聴
入
に
馬
上
役
を
負
担
さ
せ
、

義
満
の
見
物
の
も
と
で
御
鉾
巡
行
を
行
わ
せ
る
な
ど
、
組
織
を
再
編
し
た
。

朝
廷
の
も
と
で
祭
礼
の
財
政
に
携
わ
っ
て
い
た
大
蔵
省
年
預
も
換
骨
奮
胎
さ

れ
、
「
当
社
年
預
」
と
呼
ば
れ
る
如
く
、
幕
府
・
北
野
社
の
影
響
下
で
祭
礼

に
関
与
す
る
諸
職
人
を
統
制
し
た
。
著
者
は
こ
れ
ら
を
、
義
満
が
北
野
社
の

組
織
を
主
従
関
係
に
収
め
た
と
評
価
さ
れ
る
（
第
二
部
第
一
章
）
。
西
京
神

人
は
、
西
京
へ
の
居
住
と
、
麹
業
か
ら
北
野
社
へ
の
神
役
納
入
（
そ
れ
以
外
、

朝
廷
な
ど
へ
の
酒
麹
役
は
免
除
）
と
を
基
準
に
、
地
縁
・
職
縁
の
両
面
で
北

野
社
に
強
く
把
握
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
第
二
部
第
二

章
）
。

　
本
寺
で
あ
る
山
門
に
対
し
て
も
、
山
門
使
節
や
馬
上
方
一
衆
な
ど
、
幕
麻

と
結
び
つ
く
勢
力
が
内
部
に
襖
と
し
て
打
ち
込
ま
れ
、
祭
礼
復
興
と
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
賦
課
や
統
制
を
行
う
と
い
う
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
全
体
像

を
踏
ま
え
、
著
者
は
、
京
中
の
直
轄
支
配
と
全
神
人
の
直
接
掌
握
を
図
っ
た

後
醍
醐
天
皇
と
対
比
し
、
室
町
幕
麻
が
既
存
の
寺
社
・
公
家
の
組
織
を
解
体

せ
ず
再
編
・
利
用
し
た
点
に
、
大
き
な
特
徴
を
見
出
す
。
明
徳
四
（
一
三
九

三
）
年
に
土
倉
酒
屋
役
の
賦
課
が
実
現
さ
れ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
、
幕
府

が
馬
上
方
一
男
を
通
し
て
山
門
の
み
な
ら
ず
「
諸
寺
諸
社
奉
公
入
」
「
権
門

扶
持
奉
公
入
扁
全
般
の
把
握
を
め
ざ
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

二
度
に
わ
た
る
義
満
の
日
吉
社
参
詣
を
、
こ
の
よ
う
な
公
家
・
武
家
・
寺
社

の
主
従
鋼
的
掌
握
お
よ
び
そ
れ
ら
を
通
し
た
都
市
住
民
の
掌
握
が
可
視
化
さ
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評書

れ
た
場
と
し
て
位
量
づ
け
る
（
第
四
部
第
二
章
）
。

（
2
）
　
中
世
身
分
制
に
お
け
る
集
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
山
門
系
寺
社
の
神
人
や
公
人
の
あ
り
方
を
究
明
し
、
よ
り
広
い
中
世
身
分

制
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
が
第
三
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
第
一
章
で
は
公
人
の
位
置
づ
け
が
論
じ
ら
れ
る
。
す
で
に
稲
葉
伸
道
氏
が
、

奈
良
の
寺
社
公
人
に
つ
い
て
、
惣
寺
－
政
所
系
列
の
諸
職
が
従
来
の
職
掌
を

越
え
る
活
動
を
し
た
場
合
に
公
人
と
称
さ
れ
る
（
従
っ
て
公
人
職
と
い
う
語

は
な
い
）
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。
著
者
も
、
「
職
」
を
「
収
益
を
内
包
し
た

官
職
」
と
定
義
す
る
佐
藤
進
…
氏
の
理
解
に
基
づ
き
、
山
門
系
寺
社
に
お
い

て
も
、
公
人
と
し
て
強
訴
や
検
断
に
関
与
す
る
場
合
の
得
分
が
固
定
的
で
な

い
こ
と
か
ら
、
公
人
を
「
職
」
と
は
呼
べ
な
い
と
す
る
説
は
成
立
す
る
と
し

た
。
一
方
、
「
公
」
入
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
氏
は
、
か
れ
ら
が

公
権
力
を
分
有
す
る
圏
家
機
構
に
連
な
る
か
、
一
円
支
配
の
荘
園
に
お
い
て

検
断
や
公
事
徴
収
に
あ
た
る
（
つ
ま
り
、
在
地
に
と
っ
て
公
と
な
る
）
こ
と

を
理
由
と
し
た
が
、
著
者
は
、
公
人
の
動
員
ル
ー
ト
の
検
討
か
ら
、
か
れ
ら

が
公
文
所
に
帰
属
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
寺
社
外
に
拠
点

を
も
っ
て
活
動
す
る
多
様
な
神
人
・
非
入
な
ど
の
紐
織
化
の
要
と
し
て
、
公

文
所
を
垂
視
す
べ
き
で
あ
る
と
提
雷
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
犬
神
人
に
焦
点
を
当
て
、
清
水
坂
非
人
・
犬
神
人
・
坂
者

な
ど
多
様
な
呼
称
で
あ
ら
わ
れ
る
清
水
坂
の
非
人
集
団
に
つ
い
て
、
集
団
を

編
成
す
る
権
力
や
、
編
成
の
時
期
お
よ
び
動
機
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
清
水
坂
非
人
を
母
胎
と
し
つ
つ
も
、
犬
神
人
は
鎌

倉
新
仏
教
弾
圧
を
機
に
山
門
・
祇
園
社
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
坂
者

は
室
町
幕
府
の
政
策
で
犬
神
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
山
門
に
よ
り
、

再
び
非
人
を
直
接
動
員
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
世
の
非
人
は
、
政
治
史
的
動
機
か
ら
、
権
力
に
よ
っ

て
集
団
分
化
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。
史
料
の
少
な
さ

と
呼
称
や
活
動
の
多
様
さ
か
ら
、
非
入
集
団
を
め
ぐ
る
議
論
は
錯
綜
し
が
ち

で
あ
る
が
、
著
者
は
、
黒
田
俊
雄
氏
に
よ
る
「
非
人
1
1
身
分
外
の
身
分
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
生
産
の
分
業
か
ら
の
疎
外
扁
と
い
う
見
解
を
支
持
し
、
集
団
編
成
の
基
準

を
明
快
に
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
集
団
は
山
門
の
轍
訴
や
検
断
で
活
動
し
た
が
、
第
四
誓
言
一
章

で
は
、
活
動
の
起
点
と
な
る
山
門
集
会
の
「
集
会
事
書
」
を
、
京
都
支
配
と

の
関
係
で
考
察
す
る
。
集
会
事
書
が
上
申
と
も
下
達
と
も
つ
か
ぬ
形
式
な
の

は
、
一
揆
の
正
当
性
に
基
づ
く
制
約
を
対
外
的
に
表
明
す
る
文
書
で
あ
る
ゆ

え
だ
と
解
し
、
そ
れ
が
京
都
支
配
に
用
い
ら
れ
た
の
は
幕
府
に
対
抗
す
べ
く
、

自
ら
の
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
だ
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
山
門
使
節
の
設

置
で
内
部
に
襖
を
打
た
れ
、
満
山
一
揆
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
か
つ
て

は
一
類
凶
徒
と
み
な
さ
れ
た
閉
籠
集
会
の
集
会
事
書
が
、
室
町
後
期
に
は
～

揆
の
正
当
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
か
ら
、
非
人
論
や
一
揆
論
な
ど
、
通
時
代
的
に
捉
え
ら
れ

が
ち
な
法
理
が
、
政
治
史
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
。

（
3
）
　
都
市
に
お
け
る
組
織
原
理
と
そ
の
近
世
化

　
都
市
の
集
団
の
近
世
的
展
開
、
特
に
地
縁
的
町
共
同
体
へ
の
移
行
過
程
に

つ
い
て
は
、
第
二
部
第
二
章
後
半
で
、
義
満
期
に
は
地
縁
・
離
縁
が
一
致
し

て
い
た
北
野
容
気
保
神
人
が
、
戦
国
期
、
町
や
保
が
他
業
種
の
者
を
も
含
み

地
縁
性
を
強
め
て
ゆ
く
状
況
に
対
し
て
、
改
め
て
接
極
的
に
結
束
し
山
門
と

の
本
末
関
係
を
頼
っ
て
座
を
称
し
た
こ
と
、
近
世
に
は
麹
業
者
で
な
く
神
職
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と
し
て
神
人
身
分
を
称
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第
三
部
第
二
章
後

半
で
も
、
戦
国
期
以
降
の
清
水
坂
非
人
の
職
能
や
居
住
地
の
分
化
が
示
さ
れ

る
。　

第
二
部
第
三
章
で
は
、
地
縁
的
共
同
体
の
萌
芽
に
対
す
る
都
市
領
主
の
動

向
が
切
り
取
ら
れ
る
。
「
百
姓
」
の
薄
儀
有
権
が
拡
大
し
、
近
世
的
蒙

持
－
借
家
人
」
関
係
に
近
づ
い
た
状
況
で
、
家
屋
の
売
却
と
い
う
戦
國
期
北

野
社
の
特
殊
な
閾
所
検
断
は
、
借
家
人
の
犯
罪
に
よ
っ
て
家
持
の
所
有
権
を

失
わ
せ
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
家
屋
売
買
制
限
と
あ
わ
せ

て
、
領
主
に
よ
る
所
有
構
造
の
支
配
を
維
持
す
る
政
策
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。　

結
の
第
二
節
で
は
、
（
1
）
（
2
）
で
み
た
中
世
的
な
幕
府
－
寺
社
i
上
層

都
市
住
民
集
団
と
い
う
人
的
編
成
に
よ
っ
て
、
室
町
期
を
通
し
た
上
層
都
市

住
民
の
安
定
と
、
そ
の
も
と
で
の
近
世
的
「
家
持
一
借
家
人
」
関
係
の
蕩
心

が
生
じ
る
こ
と
、
戦
国
期
に
上
層
都
市
住
民
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
つ
つ
も
、

相
互
保
障
に
基
づ
く
地
縁
的
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
中
世
か
ら
近

世
へ
の
移
行
の
全
体
的
な
道
筋
と
し
て
描
か
れ
る
。

三
　
本
書
の
意
義
と
展
望

　
南
北
朝
・
塞
町
期
に
お
い
て
は
、
政
治
・
経
済
・
宗
教
・
文
化
の
要
素
が

密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
結
び
つ
き
を
促
進
あ
る
い

は
反
発
さ
せ
る
、
各
々
の
要
素
に
富
有
の
論
理
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
。

本
書
は
、
京
都
支
配
に
つ
い
て
、
政
治
性
（
各
勢
力
の
政
策
）
・
宗
教
性

（一

р
窿
P
ガ
レ
な
ど
の
宗
教
的
法
理
）
・
都
市
性
（
商
業
・
流
通
・
検
断

に
関
与
す
る
集
団
や
被
差
別
民
の
あ
り
方
）
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
を
明
快
に
際

立
た
せ
て
論
じ
ら
れ
た
。
本
書
評
で
は
、
都
市
性
と
い
う
観
点
に
絞
っ
て
展

望
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
従
来
の
中
世
京
都
研
究
で
は
、
多
様
な
領
主
に
よ
る
分
権
的
な
土
地
と
住

人
の
把
握
の
あ
り
方
を
個
別
に
明
ら
か
に
す
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
上
に
立

っ
て
都
市
全
体
を
支
配
・
維
持
す
る
権
力
に
つ
い
て
は
、
室
町
幕
府
の
「
京

都
市
政
権
漏
と
い
う
語
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
な
く
用
い
る
傾
向
が
あ

　
⑥つ

た
。
本
書
は
、
幕
府
の
京
都
支
配
を
具
体
的
に
と
ら
え
、
「
ひ
と
つ
の
権

力
体
が
、
京
都
の
土
地
と
住
人
を
一
元
的
に
把
握
す
る
に
は
困
難
が
あ
る
な

か
、
幕
府
は
土
地
所
有
・
領
主
権
に
基
づ
く
住
人
支
配
を
選
択
せ
ず
、
い
わ

ば
既
存
権
力
の
人
員
把
握
方
式
を
利
用
し
な
が
ら
、
つ
か
め
る
と
こ
ろ
を
つ

か
む
都
市
支
配
を
選
択
し
た
」
（
三
七
一
頁
）
と
結
論
づ
け
、
土
倉
酒
屋
役

賦
課
の
よ
う
に
、
こ
の
方
式
を
も
っ
て
都
市
経
済
の
中
枢
を
十
分
に
捕
捉
し

得
た
こ
と
を
示
す
。
分
権
的
な
中
世
都
市
の
全
体
を
支
配
す
る
、
一
つ
の
あ

り
方
を
提
示
し
た
こ
と
が
、
本
書
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　
前
近
代
都
市
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
に
限
ら
ず
、
都
市
全
体

の
支
配
を
直
接
解
明
す
る
も
の
は
少
な
い
。
都
市
法
や
制
度
を
重
視
す
る
自

由
都
市
論
の
打
破
以
降
、
「
都
市
的
な
要
素
」
を
広
く
捉
え
る
視
点
か
ら
、

中
国
や
日
本
の
都
市
研
究
で
は
部
分
社
会
と
社
会
的
権
力
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

都
市
研
究
で
は
都
市
儀
礼
な
ど
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む
精
神
的
一
体
性
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

出
が
、
現
在
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
都
市
的
な
要
素
を
発
見
す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
ら
の
要

素
が
一
つ
の
場
で
長
期
間
維
持
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の
場
は
門
都
市
扁
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
諸
ア
ク
タ
ー
の
利
害
を
整

序
す
る
機
能
や
、
イ
ン
フ
ラ
や
治
安
維
持
な
ど
の
都
市
全
体
に
対
す
る
公
共

的
な
機
能
を
担
う
権
力
が
必
要
と
な
る
。
都
市
全
体
の
支
配
の
あ
り
方
の
解

明
が
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
重
要
な
課
題
な
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
本
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評書

書
で
は
、
室
町
幕
庵
に
よ
る
都
市
民
の
掌
握
の
あ
り
方
を
、
解
明
の
切
り
口

と
さ
れ
た
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
気
づ
い
た
点
を
三
点
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
第
一
に
、
コ
兄
都
市
政
権
」
の
内
容
と
同
じ
く
曖
昧
な
面
が
あ
っ
た
、

個
々
の
「
領
主
権
」
の
内
容
に
つ
い
て
「
あ
く
ま
で
寺
社
と
そ
の
上
位
に
あ

る
権
力
（
評
者
注
　
こ
こ
で
は
祇
園
社
と
山
門
、
そ
し
て
祇
園
社
と
幕
府
）

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
九
七
頁
）
、
つ
ま
り
状

況
に
応
じ
て
変
化
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
点
が
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
寺
社
と
幕
府
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
、
「
公
方
」
論
を
ふ
ま
え
、

義
満
が
公
家
・
武
家
・
毒
家
の
頂
点
に
立
つ
政
権
を
形
成
し
た
と
評
価
し
、

「
将
軍
が
伝
奏
・
山
門
使
節
・
馬
上
方
一
衆
・
御
師
職
な
ど
の
新
た
な
役
職

を
、
公
家
・
寺
社
あ
る
い
は
都
市
商
人
・
金
融
業
者
集
団
の
中
に
設
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
武
家
一
公
家
、
武
家
一
寺
社
を
主
従
関
係
に
よ
り
統
合
す

る
体
制
」
（
三
五
九
買
）
、
つ
ま
り
「
主
従
関
係
」
の
束
の
一
つ
と
し
て
評
価

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
主
従
関
係
扁
の
も
た
ら
す
も
の
は
、
き
わ
め
て

幅
広
い
内
容
を
も
ち
、
当
事
者
ど
う
し
の
保
護
－
奉
仕
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、

本
来
は
幕
府
に
寄
進
権
限
の
な
い
祇
園
社
四
至
や
大
政
所
が
憩
室
さ
れ
た
り
、

本
来
は
山
門
が
補
任
す
べ
き
寺
社
内
の
役
職
や
そ
れ
に
伴
う
料
所
が
御
師
の

相
伝
す
る
所
領
所
職
と
化
し
た
り
と
、
戦
略
的
・
集
中
的
に
、
京
都
に
お
け

る
他
勢
力
の
権
限
の
侵
害
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
強
力
で
は
あ
る
が
、
他
の
勢
力
の
従
来
の
法
的
権
限
に
対

し
て
一
方
的
に
不
安
定
を
も
た
ら
す
よ
う
な
関
係
が
、
都
市
「
領
主
権
」
の

法
的
内
容
を
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
ア
ク
タ
ー
は
い
か
な

る
対
処
を
講
じ
た
の
か
。
本
書
で
示
唆
さ
れ
た
門
領
主
権
」
の
変
化
が
、
関

係
す
る
ア
ク
タ
ー
や
秩
序
に
対
し
て
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

究
明
が
望
ま
れ
る
。

　
第
二
に
、
権
力
に
よ
る
都
市
住
民
の
組
織
編
成
が
検
討
の
軸
と
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
か
れ
ら
都
帯
住
民
が
公
人
・
神
人
・
被
差
別
民
と
し
て
担
っ
た

検
断
や
商
業
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
踏
み
込
ん
だ
検
討
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
検
断
や
商
業
は
、
戦
乱
・
濡
雪
な
ど
、
都

市
の
変
動
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
す
る
局
面
で
あ
り
、
都
市
全
体
の
支
配
が

直
面
す
る
課
題
と
も
密
接
に
結
び
つ
く
。

　
都
市
の
変
動
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
、
中
近
世
以
降
期
の
西
京
神
人
や
犬

神
人
の
組
織
編
成
の
変
化
や
、
地
縁
共
同
体
の
形
成
を
通
し
て
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
義
満
期
に
形
成
さ
れ
た
編
成
と
戦
国
期
に
お
け
る
そ
の
変

化
と
を
つ
な
げ
て
対
比
す
る
の
は
、
少
し
間
隔
が
空
き
す
ぎ
る
印
象
を
受
け

る
。
そ
れ
を
埋
め
る
の
は
、
都
市
住
民
が
た
ず
さ
わ
っ
た
検
断
や
商
業
か
ら

み
え
て
く
る
変
動
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
組
織
編
成
を
軸
と
し
て
組
み
立
て

ら
れ
た
本
書
の
議
論
は
、
都
市
の
儀
礼
性
や
象
徴
性
に
偏
り
す
ぎ
な
い
と
い

う
強
み
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
変
動
を
捉
え
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
本
書
で
は
、
義
満
期
を
中
心
に
、
幕
府
が
京
都
末
社
の
組
織
を

確
立
さ
せ
、
京
都
支
配
か
ら
山
門
の
検
断
や
訟
訴
が
排
除
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス

を
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
義
政
期
に
な
る
と
、
山
門
は
、
京
都
末
社

の
祭
礼
を
盾
に
と
っ
た
野
南
を
濫
発
す
る
。
当
該
時
期
は
疫
病
や
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
都
市
を
疫
病
か
ら
守
る
御
霊
会
で
あ
る
祇
園
会
・
北
野
祭
を

延
引
さ
せ
な
い
た
め
、
幕
府
は
山
門
虚
言
を
全
面
的
に
受
容
せ
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
っ
た
こ
と
、
戦
国
期
に
も
こ
う
し
た
延
引
は
続
く
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
中
世
後
期
に
お
け
る
嚇
訴
の
終
焉
、
つ
ま
り
過
剰
な
神
威
・
呪
術
性
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

社
会
が
脱
却
す
る
流
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
様
な
評
価
が
あ
り
、
そ
れ
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は
個
々
の
導
祉
が
国
家
構
造
に
占
め
た
役
割
と
も
連
動
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
文
脈
に
逆
行
す
る
よ
う
に
、
都
市
祭
礼
は
轍
訴
を
受
容
せ
ざ
る
を

得
な
い
切
り
札
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
制
度
的
に
下
部
組
織
や
財

源
を
確
立
し
た
は
ず
の
末
社
に
対
し
、
山
門
は
ど
の
よ
う
に
都
市
祭
礼
の
延

引
を
強
い
た
の
か
、
幕
府
と
末
社
の
結
び
つ
き
は
ど
う
変
化
し
て
い
た
の
か
。

こ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
本
書
で
示
さ
れ
た
山
門
排
除
の
プ
ロ
セ
ス
と

対
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
幕
府
に
よ
る
都
市
の
全
体
支
配
と
も
関
連
す
る
。

古
代
史
の
都
市
王
権
論
に
お
い
て
、
王
権
は
都
市
と
国
家
の
秩
序
を
あ
わ
せ

て
維
持
す
る
公
共
性
を
担
う
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
機
能
と
し
て
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

貧
．
清
掃
・
祭
祀
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
能
は
、
ま
っ
た
く
同
一

で
は
な
い
に
せ
よ
、
中
世
の
都
市
祭
礼
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
古
代

と
二
世
の
都
市
の
連
続
性
や
、
都
市
の
全
体
支
配
が
担
う
公
共
…
機
能
を
考
え

る
上
で
も
、
都
市
祭
礼
を
盾
に
と
っ
た
傲
訴
に
室
町
幕
府
が
譲
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
問
題
は
・
興
味
深
い
題
材
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
榊

　
以
上
、
都
市
論
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
書
の
提
示
さ
れ
た
中
世
都
市
支
配

モ
デ
ル
に
つ
い
て
書
評
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
飛
躍
し
た
感
想
に
終
始
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
本
書
で
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
議
論
の
活
発
化
と
、
著
者
の
一
層
目
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
。

①
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」
（
引
目
本
中
世
史
論
集
㎞
岩
波
轡
唐
、
～
九
九
〇
、

　
初
出
一
九
山
ハ
三
）

②
下
坂
守
欄
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
㎞
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
）

③
　
稲
葉
伸
道
噸
中
世
寺
院
の
権
力
構
造
㎞
（
岩
波
書
庸
、
一
九
九
七
）

④
黒
田
俊
雄
「
中
世
の
身
分
制
と
卑
賎
観
念
」
（
『
黒
田
俊
雄
著
作
集
六
中
世
共

　
同
体
論
・
身
分
制
論
㎞
法
蔵
館
、
～
九
九
五
、
初
出
～
九
七
三
）

⑤
瀬
田
勝
哉
「
近
世
都
寮
成
立
史
序
説
」
（
費
月
花
蕎
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日

　
本
社
ム
ム
経
済
史
㎜
菊
皿
九
蝋
　
中
帯
匹
撫
…
、
　
士
口
州
弘
文
館
、
　
｝
九
山
二
七
）

⑥
研
究
史
に
お
い
て
も
都
市
全
体
の
支
配
に
対
す
る
視
点
は
少
な
い
が
、
岡
時
代

　
に
お
い
て
も
、
都
市
全
体
を
さ
す
「
洛
中
洛
外
」
と
い
う
語
が
、
「
領
主
権
力
の

　
共
有
す
る
経
済
基
盤
」
す
な
わ
ち
賦
課
の
客
体
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
り
、
都
市

　
全
体
の
支
配
が
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
ま
た
京
都
に
つ
い
て
、
都
市
全
体
の
支
配
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、

　
相
互
保
障
を
行
う
地
縁
共
同
体
を
自
己
抑
制
的
な
権
力
が
公
と
し
て
包
摂
す
る
と

　
い
う
仁
木
宏
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
世
的
統
一
権
力
の
形
成
過
程
の
も
の
で
あ

　
り
、
分
権
性
が
維
持
さ
れ
る
中
世
都
市
の
モ
デ
ル
は
本
書
に
よ
っ
て
初
め
て
提
示

　
さ
れ
た
と
い
え
る
。

⑦
大
黒
俊
二
「
都
市
（
民
）
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
扁
（
井
上
徹
他

　
編
『
東
ア
ジ
ア
近
世
都
市
に
お
け
る
社
会
的
結
合
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
）

⑧
新
田
一
郎
「
日
本
中
世
の
国
制
と
天
皇
」
（
『
思
想
㎏
八
二
九
、
｝
九
九
三
）
な

　
ど

⑨
河
内
三
芳
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
幽
（
角
川
学
芸
出
版
、
エ
O
O
七
）

⑩
下
坂
守
「
「
山
詞
」
の
実
相
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
（
河
音
聾
平
他
編
『
延
暦
寺

　
と
中
世
社
会
㎞
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
）
。
二
二
会
の
神
輿
の
飾
り
や
装
束
を
山
門

　
が
奪
取
し
た
例
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
微
訴
に
対
す
る
諸
ア
ク

　
タ
ー
の
意
識
に
つ
い
て
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

⑪
河
内
将
芳
㎎
紙
園
祭
と
戦
国
京
都
㎞
（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
七
）

⑫
桜
井
英
治
㎎
室
町
人
の
精
神
㎞
（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
、
初
出
二
〇
〇
一
）

⑬
櫛
木
謙
周
「
都
市
王
権
論
の
現
状
と
贋
望
」
（
噸
史
林
』
九
四
－
三
、
二
〇
～

　
一
）

⑭
時
代
や
地
域
を
越
え
て
こ
う
し
た
公
共
性
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
中
世
特
有

　
の
「
公
」
と
い
う
語
の
多
様
性
に
鑑
み
、
い
っ
た
ん
中
世
の
史
料
用
語
か
ら
離
れ

　
て
、
救
貧
や
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
現
代
的
な
公
共
的
機
能
に
限
定
し
て
議
論
す
る
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の
が
有
効
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
A
5
判
　
三
七
九
頁
　
二
〇
一
一
年
九
月

　
東
京
大
学
出
版
会
　
税
別
六
八
○
○
円
）

　
（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）

評書
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